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直
接
対
話
に
よ
る
　
住
民
総
参
加
の
　
協
働
の
村
づ
く
り

 

は
じ
め
に

　

村
政
運
営
に
お
け
る
私
の
基
本
姿

勢
と
し
て
、こ
れ
ま
で
一
貫
し
て「
直

接
対
話
に
よ
る
住
民
総
参
加
の
村

政
」
を
掲
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今

後
も
、
こ
の
基
本
姿
勢
を
踏
襲
し
公

平
無
私
を
旨
と
し
て
、
村
民
皆
様
の

福
祉
の
向
上
と
村
の
発
展
の
た
め
邁

進
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

村
と
し
て
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

「
産
業
の
振
興
」、「
子
育
て
支
援
」、

「
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
」
を

政
策
の
柱
と
し
て
掲
げ
、
何
よ
り
も

村
民
の
方
々
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

こ
と
を
基
本
と
し
て
、
施
策
の
優
先

順
位
を
踏
ま
え
、
適
切
な
行
政
運
営

に
勇
猛
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

基
本
方
針

「
産
業
の
振
興
」

　

村
の
基
幹
産
業
は
農
業
と
観
光
産

業
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
農
業
や
観

光
産
業
を
「
稼
げ
る
」
元
気
な
産
業

に
し
て
い
く
こ
と
が
急
務
で
ご
ざ
い

の
充
実
と
併
せ
、
村
営
学
習
塾
「
お

お
く
ら
未
来
塾
」
の
継
続
に
よ
り
学

力
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
楽
し
く

学
び
あ
う
環
境
の
整
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

現
在
、
大
学
等
へ
の
進
学
に
は
多

く
の
資
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
昨

年
度
か
ら
、
山
形
県
と
共
同
で
「
若

者
定
着
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
」
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
本

村
に
は
、
多
く
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
浄
財
を
基
本
財
産
と
し
た
奨
学

金
制
度
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
県
と

の
共
同
事
業
と
と
も
に
、
村
の
奨
学

金
に
つ
い
て
も
返
還
支
援
事
業
の
対

象
と
し
て
拡
充
し
、
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
夢
の
実
現
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
す
。
農
業
で
は
、
夏
秋
ト
マ
ト
・

ミ
ニ
ト
マ
ト
が
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
確

立
し
、
好
評
を
得
て
お
り
、
益
々
生

産
量
が
増
大
す
る
も
の
と
期
待
を
大

き
く
し
て
お
り
、
今
後
も
独
自
の
補

助
制
度
を
設
け
生
産
施
設
の
整
備
等

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
農
産
加

工
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
30

年
４
月
か
ら
本
格
稼
動
予
定
で
、
現

在
村
民
の
方
が
本
社
工
場
で
研
修
に

励
ん
で
お
り
、
雇
用
の
場
の
確
保
が

図
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ま
す
。
今
後
、

　

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成

29
年
度
か
ら
は
、
最
上
地
域
の
看
護

師
不
足
の
解
消
と
、
若
い
方
々
の
夢

の
実
現
と
地
域
内
へ
の
定
着
を
目
的

と
し
た
、
看
護
師
を
目
指
す
方
々
限

定
の
返
還
支
援
修
学
資
金
貸
付
制
度

も
実
施
し
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と

し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
」　

　

昨
年
は
、
本
村
に
お
い
て
も
８
月

に
相
次
い
だ
台
風
の
襲
来
で
、
村
内

各
地
で
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
特
に
、
赤
松
川
流
域
の
被
害
が

大
き
く
平
林
地
区
に
お
い
て
は
、
地

区
の
消
防
小
屋
の
流
失
や
地
区
公

民
館
に
つ
い
て
も
基
礎
部
分
が
被

災
。
ま
た
、
赤
松
地
区
に
お
い
て
は

圃
場
整
備
が
終
わ
っ
た
水
田
が
流
失

す
る
な
ど
甚
大
な
被
害
と
な
り
ま
し

た
。
各
地
に
避
難
勧
告
や
避
難
準
備

情
報
を
発
令
す
る
事
態
と
な
り
ま
し

た
が
、
幸
い
村
民
の
方
々
に
人
的
被

害
が
な
か
っ
た
こ
と
に
安
堵
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
、
こ
の
た
び
の

災
害
で
被
災
し
た
箇
所
の
復
旧
に
努

め
る
と
と
も
に
、
危
険
箇
所
の
把
握

と
点
検
に
努
め
、
災
害
発
生
の
未
然

防
止
、
さ
ら
に
は
、
防
災
拠
点
施
設

の
整
備
や
、
自
助
、
共
助
の
観
点
か

ら
、
住
民
同
士
の
助
け
合
い
を
促
す

こ
の
施
設
を
活
用
し
、
中
山
間
地
域

で
の
農
業
振
興
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

肘
折
温
泉
を
核
と
し
た
観
光
で
は
、

「
ふ
る
さ
と
旅
行
券
」
の
発
行
事
業

や
月
山
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
と

連
携
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
の
取

り
組
み
な
ど
、
こ
こ
数
年
、
過
去
最

大
規
模
の
観
光
振
興
策
を
講
じ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
現
在
も
豪
雪
や
温
泉
、

棚
田
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
か
し
、

他
市
町
村
の
地
域
資
源
も
活
用
し
た

旅
行
商
品
を
造
成
し
、
肘
折
温
泉
な

ど
の
観
光
関
係
者
と
協
力
し
、
観
光

誘
客
活
動
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
と

併
せ
、
四
ヶ
村
地
区
と
連
携
し
た
棚

田
ほ
た
る
火
コ
ン
サ
ー
ト
や
ア
ー
ト

に
よ
る
地
域
活
性
化
を
図
る
肘
折
の

灯
事
業
に
つ
い
て
も
、
地
域
の
特
色

あ
る
観
光
資
源
と
し
て
新
た
な
魅
力

が
定
着
し
、
若
い
方
々
の
来
訪
者
が

多
く
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
村
と
し
て
も
、
こ
の
機
を
逃

す
こ
と
な
く
、
関
係
者
の
協
力
を
仰

自
主
防
災
組
織
の
充
実
、
自
治
消
防

団
の
設
備
更
新
な
ど
機
能
強
化
に
も

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
ま
し
て
、

災
害
発
生
時
に
お
い
て
も
業
務
継
続

が
確
実
に
行
わ
れ
る
た
め
に
、
役
場

庁
舎
等
が
有
効
に
機
能
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
災
害
発
生
時
に
お
い

て
も
業
務
継
続
に
支
障
を
き
た
す
こ

と
が
な
い
よ
う
庁
舎
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
を
重
ね
、
そ
の
対
応
に
意

を
配
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
山
交
バ
ス
が
平
成
29
年
３

月
末
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
、
そ
れ
に

代
わ
る
村
民
皆
様
方
の
通
院
・
通

学
・
買
物
等
の
足
を
確
保
す
る
た
め
、

新
た
に
肘
折
・
新
庄
間
に
村
営
バ
ス

を
運
行
さ
せ
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

大
蔵
村
は
平
成
13
年
９
月
か
ら
交

ぎ
な
が
ら
更
な
る
観
光
誘
客
に
傾
注

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
ま
す
。

「
子
育
て
支
援
」

　

子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
特
に
力
を
注
ぎ
、
子
育

て
支
援
住
宅
の
設
置
や
大
蔵
村
保
育

所
に
よ
る
０
歳
児
か
ら
の
保
育
受
け

入
れ
、
学
童
保
育
、
各
種
予
防
接
種

に
つ
い
て
も
、
一
部
を
除
き
無
料
で

手
軽
に
受
け
ら
れ
る
体
制
の
整
備
な

ど
、
子
育
て
環
境
の
改
善
に
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
こ
と
が

一
つ
の
要
因
と
な
っ
た
の
か
、
昨
年

10
月
に
総
務
省
よ
り
公
表
さ
れ
た
平

成
27
年
国
勢
調
査
人
口
等
基
本
集
計

結
果
に
よ
り
ま
す
と
、
大
蔵
村
の
０

歳
か
ら
４
歳
ま
で
の
幼
年
人
口
が

１
３
１
人
で
、
平
成
22
年
国
勢
調
査

時
よ
り
も
10
人
、
率
に
し
て
８
．
３

％
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
幼
年
人
口

が
増
加
に
転
じ
た
こ
と
は
大
変
う
れ

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た

状
況
を
今
後
も
継
続
し
、
将
来
村
内

に
定
着
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
施
策

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
の
充
実
に
よ
る
人
づ

く
り
も
子
育
て
支
援
の
重
要
な
要
素

と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
教
育
環
境

の
充
実
を
図
り
学
校
に
お
け
る
教
育

通
死
亡
事
故
の
発
生
が
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
平
成
30
年
中
に
達
成
と
な
る
、

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
、
６
，
０
０
０

日
を
目
指
し
て
村
民
一
丸
で
交
通

安
全
運
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
全
国
的
に
も
、
交
通
死
亡
事
故

が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
高
齢

者
に
起
因
し
た
重
大
な
交
通
事
故
が

多
発
し
て
お
り
、
高
齢
者
の
運
転
免

許
証
の
自
主
返
納
を
促
す
動
き
が
大

き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
村
と
し
て

も
、
高
齢
者
に
起
因
し
た
重
大
な
交

通
事
故
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
う
し
た
取

り
組
み
を
着
実
に
進
め
、
安
全
で
安

心
な
暮
ら
し
易
い
村
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

 

お
わ
り
に

　

大
蔵
村
は
、
県
内
で
最
も
小
さ
な

村
で
す
が
、
小
さ
な
村
だ
か
ら
こ
そ

出
来
る
、
村
民
の
方
々
の
顔
が
見
え

る
、
福
祉
向
上
を
目
指
し
、
村
民
皆

様
方
が
心
寄
せ
あ
っ
た
協
働
の
村
づ

く
り
に
邁
進
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
と
も
、
村
民
の
皆
様
の
特

段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
、
平
成

29
年
度
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
29
年
度  

施
政
方
針

　

村
議
会
３
月
定
例
会
で
、
本
年
度
の

村
政
の
基
本
と
な
る
平
成
29
年
度
施
政

方
針
が
村
長
よ
り
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
趣
旨
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。
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平成29年度

一般会計
予　　算

村税
7.5％ 総務費

14.3％

公債費
10.5％

議会費 1.7％

民生費
16.4％

衛生費
7.8％

労働費
0.1％

農林
水産業費
12.6％

商工費 3.8％

諸支出金 0.0％
予備費 0.1％

地方譲与税・
交付金等
0.8％

地方消費税交付金 1.3％ 自動車取得税交付金 0.1％

土木費
18.4％

消防費
3.0％

教育費
9.2％

災害復旧費
2.1％

分担金及び
負担金等
4.6％

繰入金
10.1％

地方交付税
44.3％

国庫支出金
7.0％

村債
18.3％

県支出金
6.0％

自主財源 22.2％

依
存

財
源 77.8％

39億7千万円

　一般会計予算の約半分を地方交付税
に依存しており、国の施策に左右され
やすい厳しい状況下ではありますが、
課税客体が極めて少ない本村では村税
などの自主財源をできるだけ確保する
よう努めています。さらに村の借入金
である地方債や国からの交付金を有効
に活用しています。
　一方、村の実情に応じた自主的な財
政運営を行うことができるよう内部的
経費の削減をすすめ、効率的な行財政
運営に努めてまいります。

歳入構成比 歳出構成比（目的別）

一　般　会　計

　平成29年度当初予算については、「産業の振
興」、「子育て支援」、「災害に強い安心・安全な村
づくり」の３つの政策の柱に基づき、喫緊の課題
解決に努めることを基本とし、予算編成を行いま
した。

一 般 会 計
目的別の予算額と主な事業内容を

お知らせします。

前年度比
2千万円減額
（−0.5%）

会　計　名 本　年　度 前　年　度 増減率�%

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計 5億4,200万円 5億5,100万円 △ 1.6

簡 易 水 道 事 業
特 別 会 計 2億9,730万円 1億8,700万円 59.0

特定環境保全公共
下水道事業特別会計 1億7,640万円 1億5,890万円 11.0

へ き 地 診 療 所
特 別 会 計 2億3,870万円 2億2,800万円 4.7

介 護 保 険
特 別 会 計 3億9,680万円 3億9,770万円 △ 0.2

浄 化 槽 整 備 事 業
特 別 会 計 2,970万円 2,977万円 △ 0.2

後 期 高 齢 者
医 療 特 別 会 計 3,550万円 3,220万円 10.2

団 地 造 成 事 業
特 別 会 計 3,460万円 ─ 皆増

特　別　会　計

総　務　費	 567,141千円
─ 村の統括的事務や政策的事業などに使うお金 ─

広域行政の推進	 27,906千円
銅山川水力発電事業出資金	 39,200千円
村営バス運行事業	 60,322千円
ふるさと人材育成事業	 1,600千円
地域おこし協力隊招へい事業	 4,455千円
結婚相談事業	 1,400千円

民　生　費	 649,594千円
─ お年寄りや児童福祉などに使うお金 ─

障害福祉費	 126,527千円
老人福祉費	 96,373千円
児童手当	 50,600千円
要援護者巡回事業	 1,300千円

農林水産業費	 501,117千円
─ 農業振興などに使うお金 ─

園芸産地育成支援事業費補助金	 32,105千円
農産物加工施設建設事業	 220,500千円
多面的機能支払交付金事業	 24,122千円
中山間地域直接支払交付金事業	 45,578千円

衛　生　費	 309,251千円
─ 保健衛生やゴミ処理などに使うお金─

へき地診療所運営費繰出金	 72,000千円
広域行政の推進（環境衛生）	  49,616千円
ゴミ収集事業	 16,874千円

土　木　費	 728,970千円
─ 道路整備や除雪などに使うお金 ─

村道除排雪対策事業	 135,275千円
道路維持事業	 59,038千円
村道合海大坪線道路改良事業	 130,000千円
橋梁長寿命化対策事業	 44,000千円
ロータリー除雪車購入事業	 44,549千円
住宅リフォーム総合支援事業	 7,500千円

商　工　費	 152,989千円
─ 商工業振興などに使うお金 ─

地域活性化促進事業	 32,907千円
観光プロデューサー育成事業	 8,619千円
プレミアム商品券発行事業	 4,250千円
圧雪車購入事業	 35,000千円
観光Wi-Fiステーション設置事業	 3,680千円

 ─ 産業の振興 ─ 
◎６次産業化の推進と農家の所得向上を目指す、農産

物加工施設建設事業
◎インバウンド事業の推進、各種ツアーの開発、ガイ

ド育成を図る観光プロデューサー育成事業
◎地元の消費喚起を図るプレミアム付商品券発行事業
◎村営スキー場圧雪車購入事業
◎肘折温泉街への観光Wi-Fiステーション整備事業
◎都市部の人材を受け入れ、地域力の維持・強化に繋

げる地域おこし協力隊招へい事業

 ─ 子育て支援 ─ 
◎０歳児からの保育受入れや学童保育の実施による、

子育てしやすく働きやすい環境づくり
◎適用条件拡充による保育所利用者の負担軽減
◎小中学生を対象とした村営塾や教育講演会の実施
（継続）

◎小中学校のタブレット等整備による情報活用能力の
育成（新規）

◎若者の結婚を後押しする結婚相談事業（継続）
◎中学生までの医療費無料化や各種予防接種に対する

助成などの支援対策（継続）
◎国内の先進事例地に学ぶふるさと人材育成研修事業
（継続）

 ─ 災害に強い「安心・安全な村づくり」 ─ 
◎村道合海大坪線道路改良事業
◎稲沢地区ロータリー除雪車更新事業
◎防災ハザードマップ作成事業
◎稲沢地区・藤田沢地区消防ポンプ積載車購入事業
◎高齢者の運転免許証自主返納事業
◎銅山川水力発電事業による再生可能エネルギー利活用

教　育　費	 363,999千円
─ 学校教育・社会教育などに使うお金 ─

小・中学校管理運営費	 68,120千円
スクールバス運行管理費	 41,847千円
スクールバス購入事業	 9,700千円
おおくら未来塾事業	 3,500千円

消　防　費	 118,948千円
─ 消防体制維持などに使うお金 ─

広域行政の推進（常備消防）	  67,268千円
消防ポンプ積載車購入事業	 12,960千円
消防施設整備費	 6,985千円

災害復旧費	 83,139千円
豪雨や豪雪等による道路・農地等の災害復旧事業
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平
成
28
年
度
自
治
功
労
者
表
彰
式
が
３

月
15
日（
水
）、
役
場
庁
舎
会
議
室
で
行
わ

れ
、
村
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
た
３
名
の

方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

表
彰
状
受
賞
者

若
　
槻
　
弘
　
子

統
計
調
査
員   　
　

20
年
10
月

地
区
代
表	

（　

）
内
は
世
帯
数

熊
　
　
高　
　

矢　

口　
　
　

智
（
28
）

通
　
　
り　
　

長　

南　

昭　

二
（
20
）

白
須
賀　
　

加　

藤　

忠　

己
（
86
）

上
竹
野　
　

国　

分　
　
　

明
（
26
）

比
良
稲
沢　
　

小　

野　

秀　

樹
（
21
）

藤
田
沢　
　

鈴　

木　

健　

一
（
19
）

　 

桂 

　　
　

滝　

澤　

喜
久
治
（
19
）

清
水
一　
　

八　

鍬　

正　

昭
（
40
）

清
水
二　
　

海　

藤　

邦　

夫
（
46
）

清
水
三　
　

土　

屋　
　
　

徹
（
32
）

清
水
台　
　

山　

科　

克　

己
（
7
）

合
　
　
海　
　

小　

関　

忠　

雄
（
159
）

作
の
巻　
　

安　

彦　

善　

助
（
16
）

大
　
　
坪　
　

佐　

藤　

清　

一
（
41
）

 

　
塩
　 

　　

柿　

㟢　

利　

信
（
37
）

柳
　
　
渕　
　

伊　

藤　

冨
士
夫
（
6
）

肘
　
　
折　
　

早　

坂　

松　

一
（
103
）

金
　
　
山　
　

菅　

野　
　
　

熟
（
16
）

鍵
金
野　
　

早　

坂　

智　

義
（
5
）

豊
　
　
牧　
　

長　

南　

春　

義
（
34
）

滝
の
沢　
　

門　

脇　

邦　

義
（
13
）

沼
の
台　
　

中　

島　

英　

也
（
33
）

平
　
　
林　
　

海　

藤　

信　

夫
（
15
）

赤
　
　
松　
　

五
十
嵐　

吉　

一
（
68
）

烏
　
　
川　
　

斉　

藤　

英　

幸
（
59
）

升
　
　
玉　
　

八　

鍬　

敏　

彦
（
9
）

季
の
里　
　

國　

分　

孝　

一
（
48
）

農
事
代
表	

（　

）
内
は
農
家
数

熊
　
　
高　
　

小　

野　

繁　

喜
（
13
）

通
　
　
り　
　

國　

分　
　
　

武
（
5
）

白
須
賀　
　

加　

藤　

英　

也
（
36
）

上
竹
野　
　

斉　

藤　

貞　

美
（
14
）

比
良
稲
沢　
　

角　

川　

幸　

一
（
11
）

藤
田
沢　
　

鈴　

木　
　
　

求
（
14
）

　 
桂 
　　
　

長　

南　

敏　

広
（
14
）

清
　
　
水　
　

海　

藤　

一　

利
（
31
）

合
　
　
海　
　

早　

坂　

秀　

一
（
44
）

作
の
巻　
　

安　

彦　

和　

敏
（
12
）

大
　
　
坪　
　

早　

坂　

幸　

喜
（
30
）

 

　
塩
　 

　　

柿　

﨑　

光　

昭
（
25
）

柳
　
　
渕　
　

早　

坂　

秀　

一
（
11
）

肘
　
　
折　
　

早　

坂　

松　

一
（
27
）

金
　
　
山　
　

結　

城　

広　

行
（
9
）

鍵
金
野　
　

早　

坂　

敏　

雄
（
1
）

豊
　
　
牧　
　

三　

原　

浩　

美
（
33
）

滝
の
沢　
　

佐　

藤　

利
富
美
（
15
）

沼
の
台　
　

中　

島　

敏　

範
（
24
）

平
　
　
林　
　

海　

藤　
　
　

宏
（
14
）

赤
　
　
松　
　

八　

鍬　

信　

一
（
31
）

烏
　
　
川　
　

片　

見　

政　

勝
（
32
）

升
　
　
玉　
　

八　

鍬　

静　

雄
（
12
）

地
区
代
表
・
農
事
代
表
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す

お
世
話
に
な
り
ま
す

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

〜
村
の
発
展
に

貢
献
い
た
だ
い
た

３
名
が
受
賞
〜

感
謝
状
受
賞
者

小
　
屋
　
重
　
紀

教
育
委
員　
　
　
　

10
年
３
月

伊
　
藤
　
冨
士
夫

 

地
区
代
表　
　
　

   

10
年
７
月

平
成
29
年
４
月
１
日
現
在

　

平
成
29
年
３
月
10
日
の
村
議
会
で
、
任

期
満
了
に
伴
う
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の

改
選
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成
29
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で
の
４
年
間

で
す
。
適
正
な
選
挙
の
執
行
に
ご
尽
力
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

委
員
長　

菅
野　
　

熟
（
金
山
）

委　

員　

伊
藤　

元
吉
（
合
海
）

委　

員　

矢
口　

君
人
（
熊
高
）

委　

員　

長
南　

優
治
（ 

桂 

）

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の
改
選
に
つ
い
て

平
成
28
年
度　

自
治
功
労
者
表
彰
式

　

３
月
５
日（
日
）、「
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い　

む
ら
の
財
産　

あ
な
た
の
健
康
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
、
第
37
回
大
蔵
村
健
康
の
つ
ど

い
が
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
減

塩
や
間
食
な
ど
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
み

ん
な
が
病
気
に
か
か
る
こ
と
の
な
い
健
康
な

生
活
を
楽
し
み
、
生
き
い
き
と
し
た
健
康
の

村
“
お
お
く
ら
”
の
実
現
を
目
指
し
て
い
こ

う
と
、
表
彰
式
や
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

委
員
に
よ
る
寸
劇
、
講
師
を
招
い
て
の
講
演

会
な
ど
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
５
０
０
人
も
の
皆
さ
ん
が
集
い
、

漫
才
師
の
宮
川
花
子
さ
ん
の
「
花
子
の
い
き

い
き
ラ
イ
フ
」
と
題
し
て
の
講
演
で
は
、「
自

分
が
元
気
だ
っ
た
ら
周
り
の
人
を
助
け
ら
れ

る
」
と
自
分
の
健
康
が
大
事
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
て
い
ま
し
た
。
お
な
じ
み
の
「
夫
・

大
助
さ
ん
を
ネ
タ
」
に
し
た
軽
快
な
ト
ー
ク

で
は
、
会
場
全
体
が
大
き
な
笑
い
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
寸

劇
で
は
、
診
療
所
の
先
生
方
の
名
演
技
が
光

り
、
会
場
の
笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
合
海
田
植
え
踊
り
保
存
会
に
よ
る

田
植
え
踊
り
や
大
黒
舞
、
保
育
園
児
に
よ
る

踊
り
や
歌
な
ど
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

む
し
歯
が
ひ
と
つ
も
無
か
っ
た

口
腔
衛
生
優
秀
者
の
皆
さ
ん
で
す
！　

○
三
歳
の
部

斉
藤　

栄
憲（
肘　

折
）　

八
鍬　

空
那（
合　

海
）　

三
條　

真
菜（
合　

海
）

小
野　

陽
向（
合　

海
）　

五
十
嵐
陵
真（
赤　

松
）　

佐
藤　

慧
惟（
合　

海
）

信
田　

紗
楽（
合　

海
）　

國
分　

想
太（
白
須
賀
）　

越
後　

広
翔（
清
水
二
）

早
坂　

奏
真（
白
須
賀
）　

伊
藤　

恵
唯（
清
水
三
）　

八
鍬　

新
太（
赤　

松
）

伊
藤　

莉
乃（
合　

海
）　

髙
橋　
　

樹（
大　

坪
）　

長
沼　

泰
雅（
合　

海
）

加
藤　

咲
弥（
合　

海
）

○
就
学
児
の
部

八
鍬　

大
和（　

塩　

）　

佐
藤　

美
妃（
合　

海
）　

早
坂　

心
結（
大　

坪
）

越
後　

結
月（
清
水
二
）　

中
島　
　

蒼（
肘　

折
）

○
中
学
生
の
部

若
槻　

慎
吾（
合　

海
）　

大
鳥　

采
音（
清
水
三
）　

早
坂　

雅
妃（
白
須
賀
）

八
鍬　

心
音（
赤　

松
）　

荒
沢　

知
弥（
熊　

高
）　

野
㟢　

快
登（
大　

坪
）

佐
藤　

渓
人（
合　

海
）　

柿
﨑　

捺
希（　

桂　

）　

矢
口　

圭
吾（
合　

海
）

長
南　
　

凜（
肘　

折
）　

甲
州　

恋
雪（
肘　

折
）　

早
坂　

大
晟（
白
須
賀
）

斉
藤　

大
和（
烏　

川
）　

栗
田
明
日
華（
合　

海
）　

今
井
の
の
か（
合　

海
）

早
坂　

音
人（
大　

坪
）　

今
野　

響
月（
大　

坪
）

○
三
歳
児
口
腔
衛
生
優
秀
者
の
母
親

伊
藤　

佳
代
（
合　

海
）

越
後
実
穂
子
（
清
水
二
）

小
野　
　

葵
（
合　

海
）

加
藤　

有
沙
（
合　

海
）

國
分　

千
晴
（
白
須
賀
）

佐
藤　

徳
香
（
合　

海
）

信
田
優
理
栄
（
合　

海
）

早
坂
八
千
代
（
白
須
賀
）

第
37
回
　
大
蔵
村
健
康
の
つ
ど
い

～
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い 

む
ら
の
財
産 

あ
な
た
の
健
康
～▲「大蔵の水はおいしい」と絶賛の

　講師 ：宮川花子さん
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４
月
１
日
付
け
で
、
村
職
員
人
事
異
動

が
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。（（　

）
内
は
前
任
）

〈
昇
　
　
任
〉

住
民
税
務
課
長
　
　
　
　
　
長
南
　
正
寿

（
産
業
振
興
課
課
長
補
佐
）

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
主
査
兼
生
涯
学
習

係
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
美
輝

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係
長
）

危
機
管
理
室
消
防
防
災
主
査
兼
消
防
防
災

係
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
信
一

（
総
務
課
財
政
係
長
）

地
域
整
備
課
上
下
水
道
係
長

柴
田
　
浩
充

（
産
業
振
興
課
主
任
）

健
康
福
祉
課
福
祉
係
長
　
　
今
田
　
智
紀

（
健
康
福
祉
課
主
任
）

大
蔵
村
保
育
所
主
任
保
育
士

佐
藤
　
友
美

（
大
蔵
村
保
育
所
保
育
士
）

住
民
税
務
課
主
任
　
　
　
　
佐
藤
　
寛
子

（
住
民
税
務
課
主
事
）

総
務
課
主
任
　
　
　
　
　
　
八
鍬
む
つ
美

（
産
業
振
興
課
主
事
）

産
業
振
興
課
主
事
　
　
　
　
後
藤
　
和
也

（
産
業
振
興
課
主
事
補
）

〈
異
　
　
動
〉

大
蔵
村
保
育
所
長
兼
肘
折
保
育
所
長
兼
沼

の
台
保
育
所
長
　
　
　
　
　
小
内
　
仁
美

（
肘
折
保
育
所
長
兼
沼
の
台
保
育
所
長
）

総
務
課
付
主
査

【
最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
派
遣
】

田
部
井
英
俊

（
住
民
税
務
課
税
務
主
査
兼
税
務
係
長
）

産
業
振
興
課
農
政
主
査
　
　
若
槻
　
　
寛

（
危
機
管
理
室
消
防
防
災
主
査
兼
消
防
防
災
係
長
）

総
務
課
政
策
推
進
主
査
兼
政
策
推
進
係
長

中
島
　
輝
美

（
総
務
課
政
策
推
進
主
査
）

住
民
税
務
課
税
務
主
査
　
　
井
上
　
英
樹

（
産
業
振
興
課
農
地
主
査
兼
農
地
係
長
）

住
民
税
務
課
税
務
係
長
　
　
八
鍬
　
充
教

（
地
域
整
備
課
上
下
水
道
係
長
）

産
業
振
興
課
農
地
係
長
　
　
八
鍬
　
　
弘

（
健
康
福
祉
課
福
祉
係
長
）

総
務
課
財
政
係
長
　
　
　
　
早
坂
　
直
彦

（
総
務
課
政
策
推
進
係
長
）

地
域
整
備
課
主
事
　
　
　
　
海
藤
　
俊
輔

（
健
康
福
祉
課
主
事
）

健
康
福
祉
課
主
事
　
　
　
　
早
坂
　
優
範

（
住
民
税
務
課
主
事
）

肘
折
保
育
所
保
育
士
　
　
　
八
鍬
　
美
幸

（
大
蔵
村
保
育
所
保
育
士
）

〈
出
　
　
向
〉

教
育
委
員
会
主
任
　
　
　
　
小
林
　
大
輔

（
地
域
整
備
課
主
任
）

教
育
委
員
会
大
蔵
小
学
校
調
理
師	

笠
原
　
和
代

（
大
蔵
村
保
育
所
調
理
師
）

〈
新
規
採
用
〉

　
健
康
福
祉
課
主
事
補
　
　
土
田
慎
一
朗

	

産
業
振
興
課
主
事
補
　
　
富
樫
由
貴
子

	

産
業
振
興
課
主
事
補
　
　
柿
崎
　
洋
一

	

地
域
整
備
課
主
事
補
　
　
森
　
　
友
宏

	

大
蔵
村
保
育
所
保
育
士
　
五
十
嵐
美
愛

	

大
蔵
村
保
育
所
保
育
士
　
高
橋
　
芽
生

　
大
蔵
村
診
療
所
歯
科
衛
生
士	

山
下
こ
ず
絵

	

大
蔵
村
保
育
所
調
理
師
　
安
彦
さ
や
か

　
教
育
委
員
会
大
蔵
中
学
校
調
理
師

大
平
　
沙
知

〈
退
　
　
職
〉

平
成
29
年
3
月
31
日
付
　

柏
沢
　
敏
晴	

（
住
民
税
務
課
長
）

八
鍬
　
泰
一	

（
地
域
整
備
課
上
下
水
道
主
査
）

八
鍬
　
博
幸

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
主
査
）

横
山
　
芳
江	

（
大
蔵
村
保
育
所
長
）

佐
藤
ケ
イ
子

（
教
育
委
員
会
大
蔵
小
学
校
調
理
師
）

信
田
智
恵
子

（
教
育
委
員
会
大
蔵
中
学
校
調
理
師
）

長
南
み
は
る	
（
総
務
課
用
務
員
）

大
蔵
村
職
員

人
事
異
動
と
職
員
執
行
体
制

内線番号 直通電話番号 内線番号 直通電話番号 内線番号 直通電話番号

総　務　課

総　務　係
内線211・212

75-2111㈹

住民税務課

住　民　係
内線261・262

75-2103
産業振興課

農　政　係
内線234

75-2105
財　政　係
内線213・214

税　務　係
内線251・252

農　地　係
内線233

政策推進係
内線213・214

国保年金係
内線263

農村整備係
内線232

危機管理室
危機対策係
内線240 健康福祉課

健康衛生係
内線271・272

75-2104
商工観光係
内線231

危機管理室
消防防災係
内線241

福　祉　係
内線273・274・275

大蔵村教育委員会
大蔵村中央公民館 75-2323

地域整備課

維持管理係
内線223

75-2102

社 会 福 祉
協　議　会

事　務　局
内線273 75-2104 赤松生涯学習センター 75-2212

建　設　係
内線224 会　計　室 出　納　係

内線204 75-2111㈹ 大　蔵　村　診　療　所 75-2355
上下水道係
内線221・222 議会事務局 事　務　局

内線322 75-2111㈹ ◎役場への電話は直通電話をご利用ください。
※回線状況により、直通にならない場合がありますのでご了承ください。

村　長　加 藤 正 美　　副村長　安 彦 加 一　　教育長　有 馬 眞 裕

地 域 整 備 課
課 長 髙 山 和 広
課 長 補 佐 小 野 秀 司
建 設 係 長 門　脇　　　毅
維 持 管 理 係 長 早 坂 広 行
上 下 水 道 係 長 柴 田 浩 充
主 事 海 藤 俊 輔
主 事 横 山 鳳 夫
主 事 補 森　　　友　宏

大蔵村診療所
診 療 所 長 荒　川　光　昭
歯 科 医 長 伊　藤　充　也
医 科 医 長 渡　邉　祐　介
事 務 長 早　坂　勇　一
看 護 係 長 大　竹　弘　美
主 任 看 護 師 佐　藤　睦　子
主 任 看 護 師 渡　辺　美津代
主 任 看 護 師 若　槻　和　枝
歯 科 衛 生 係 長 齊　藤　恵　子
主任歯科技工士 竹　田　洋　之
歯 科 衛 生 士 山　下　こず絵
歯科医療事務員 小　屋　喜代子
歯 科 助 手 鈴　木　二三子

教 育 委 員 会
教 育 次 長 国　分　浩　一
教 育 次 長 補 佐 東　谷　英　真
指 導 主 幹 田　中　　　滋
生涯学習主査兼生涯学習係長 佐 藤 美 輝
教育総務主査兼教育総務係長 早　坂　健　司
主 任 信 田 祐 作
主 任 小 林 大 輔
主 事 福　本　有希子

（大蔵小学校）
調 理 師 田　中　二三代
調 理 師 笠 原 和 代

（大蔵中学校）
調 理 師 小　屋　こづえ
調 理 師 大 平 沙 知
用 務 員 志　村　敏　子

健 康 福 祉 課
課 長 滝　沢　恒　彦
課長補佐兼健康衛生係長 佐　藤　克　也
福 祉 係 長 今　田　智　紀
主 事 五十嵐　千　絵
主 事 早 坂 優 範
主 事 補 土　田　慎一朗
保 健 師 早　坂　八千代
保 健 師 八　鍬　和　生
保 健 師 植　木　美　緒
健康福祉課付係長（社会福祉協議会派遣）

井　上　沙　織
（大蔵村保育所）

保 育 所 長 小　内　仁　美
主 任 保 育 士 佐　藤　友　美
保 育 士 髙　橋　陽　子
保 育 士 五十嵐　美　愛
保 育 士 高 橋 芽 生
調 理 師 加　藤　里　美
調 理 師 國　分　愛　子
調 理 師 安　彦　さやか
用務員兼調理師 国　分　真理子

（肘折保育所）
（兼）保 育 所 長 小　内　仁　美
保 育 士 八 鍬 美 幸
保 育 士 佐 藤 裕 美
調 理 師 伊　藤　清　美

（沼の台保育所）
（兼）保 育 所 長 小　内　仁　美
保 育 士 八　鍬　那　奈
調 理 師 鈴　木　愛　子

産 業 振 興 課
課 長 越　後　　　享
農 政 主 査 若　槻　　　寛
農 地 係 長 八　鍬　　　弘
農 政 係 長 今 井 啓 之
商 工 観 光 係 長 齋 藤 祐 介
農 村 整 備 係 長 早 坂 和 洋
主 任 早 坂 洋 大
主 事 後 藤 和 也
主 事 補 富　樫　由貴子
主 事 補 柿 崎 洋 一

総 　 務 　 課
課　　　　　 長 長　南　悦　雄
政策推進主査兼政策推進係長 中　島　輝　美
総 務 係 長 岡　部　雅　人
財 政 係 長 早　坂　直　彦
主 任 伊　藤　浩　司
主 任 元　木　文　恵
主 任 八　鍬　むつ美
総 務 課 付 主 査
（最上広域市町村圏事務組合派遣）

田部井　英　俊
（危 機 管 理 室）

室長兼危機対策係長 佐　藤　利　男
消防防災主査兼消防防災係長 佐 藤 信 一

住 民 税 務 課
課 長 長 南 正 寿
課 長 補 佐 鳴　海　由紀子
住民主査兼住民係長 羽　賀　明　美
税 務 主 査 井 上 英 樹
税 務 係 長 八 鍬 充 教
国 保 年 金 係 長 三 原 伸 也
主 任 鈴 木 祐 一
主 任 佐 藤 寛 子
主 事 補 斎 藤 健 一

会 　 計 　 室
会計管理者兼出納係長 髙　橋　清　蔵
主 事 須　田　　　純

議 会 事 務 局
事 務 局 長 矢　口　真二郎

選挙管理委員会（兼任）
書 記 長 長　南　悦　雄
書 記 中　島　輝　美
書 記 岡　部　雅　人
書 記 早　坂　直　彦
書 記 伊　藤　浩　司
書 記 元　木　文　恵
書 記 八　鍬　むつ美
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今までありがとう
山交バス運転手にお礼

今年はいったいどんな顔
おおくら君２３世完成披露災害時の支援と空き家対策

県行政書士会と協定を締結

雪を掘り出し 春を見つけろ
地面出し競争World cup in肘折農林水産業若者賞受賞！ 大蔵のおいしいお米が高評価！

　２月26日（日）、肘折生涯学習センターグラウン
ドで地面出し競争World cup in肘折が行われました。
天候にも恵まれ、村内外・海外から総勢36チーム、
191人が参加しました。この競技は、いち早く雪を掘
り起こし、グラウンドの土をゴールまで届けるタイ
ムを競うルールで、264㎝の積雪にどのチームも苦戦
を強いられていました。参加者からは、「肘折の雪を
甘く見ていた。とても疲れた」と肘折の積雪に改め
て驚いていました。優勝したのは地元肘折の「Love 
Snow」チームで、見事大会４連覇を果たしました。

　３月６日（月）、最上総合支庁で平成28年度最上地
域農林水産業若者賞表彰式が行われ、伊藤貴之さん

（合海）が表彰されました。平成18年から山形県青年
農業士として新規就農者への技術指導、さらには地
域の農業振興のための熱心なご活躍が評価され、今
回の受賞となりました。 伊藤さんは「今後も若手
農業者へ情報を発信し、農業の魅力を伝えていきた
い」と熱く語ってくれました。おめでとうございま
す。

　３月14日（火）、山形市のパレスグランデールで、
米の品質向上や食味改善、県産米全体の評価向上を
目的とした「オールやまがた米づくり日本一運動食
味コンクール」表彰式が行われました。各ブロック
の食味コンクールで受賞した品が出品され、米の食
味・色・香り等について審査され、おいしいお米が
揃い激戦となった中、「はえぬき部門」で斉藤徳美さ
ん（合海）が、優良賞を受賞されました。おめでとう
ございます。

　２月22日（水）、役場で村と山形県行政書士会との
間で、大規模災害協力協定・空き家対策協力協定が
締結されました。大規模災害協力協定は、大規模災
害が発生したときの行政相談などを無料で行い、被
災者の支援をするものです。空き家対策協力協定は、
空き家の相続人調査や財産管理などの支援を行うも
のです。

　３月14日（火）、大蔵村保育所の園児らが３月いっ
ぱいで廃止となる肘折－新庄線の山交バスの運転手
にお礼の言葉を書いた色紙と折り紙で作った花を贈
りました。園児らは、「いままでバスに乗せてもらっ
てありがとう」と笑顔で感謝の気持ちを伝えていま
した。

　３月16日（木）、肘折いでゆ館前広場で、巨大雪だ
るま「おおくら君」の完成式が行われました。今年
で23世となるおおくら君の身長は10.8ｍ、ウエスト
63ｍ、体重2,500トンの大きさです。今年のおおくら
君のデザインは、大蔵中学校１年の片見咲花さんの
アイデアが採用されました。特徴は「マフラーのト
マト柄」、肘折温泉をイメージした「頭の湯桶とタ
オル」です。完成式には地元肘折保育園児も参加し、
おおくら君の脇に作られた雪の滑り台で楽しんでい
ました。

平成28年度スポーツ栄光賞表彰
　県および全国大会や国際大会などで優秀な成績を収
められた個人や団体に村体育協会から贈られるスポー
ツ栄光賞を、次の５名の方が受賞されました。

◦越後英美華（金山）（日本大学山形高等学校２年）
第68回山形県高等学校スキー大会女子回転優勝

◦髙山ほのか（白須賀）（米沢中央高等学校３年）
第67回山形県高等学校総合体育大会バレーボール競技優勝
平成28年度全日本バレーボール高等学校選手権大会
　山形県代表決定戦大会優勝

◦高山　　輝（白須賀）（山形県障がい者スポーツ協会）
第15回山形県障がい者スポーツ大会陸上競技
　ジャベリックスロー優勝　ソフトボール投げ優勝
第16回全国障がい者スポーツ大会陸上競技ソフトボール投げ優勝

◦片見　公亮（烏　川）（山形県障がい者スポーツ協会）
インドネシア・パラ卓球オープン　ジュニアの部
　シングルス第3位　団体優勝
第16回全国障がい者スポーツ大会卓球競技　第2位

◦小野　莉奈（比良稲沢）（福島大学４年）
第43回東北総合体
育大会陸上競技
女子800ｍ　 第2位
天皇賜杯第85回日
本学生陸上競技対校
選手権大会
800ｍ　　 8位入賞
第71回国民体育大
会陸上競技成年女子
800ｍ　　 8位入賞

▲伊藤貴之さん（左側） ▲斉藤徳美さん（後列右端）

固定資産評価審査委員会委員の選任について
　任期満了に伴い、固定資産評価審査委員会委員に、国分亨さん（通り）、中島信一さん（沼の台）が４
月１日付けで再任されました。
　固定資産評価審査委員会委員は、中立的・専門的な立場から固定資産課税台帳に登録された価格に関す
る不服の審査及び決定を行い、固定資産税の課税の公平を保つため、議会の同意を得て村長より選任され
るもので、任期は３年となります。今後ともどうぞよろしくお願いします。
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種　別 第１号被保険者 第２号被保険者 第３号被保険者

対象者
第２号被保険者、第３号被保険者以外の人
（例えば、農業等に従事する人、学生、無職の人
など）

会社員や公務員な
ど、厚生年金や共
済年金に加入して
いる人

第２号被保険者に
扶養されている配
偶者

保険料の
納付方法

納付書や口座振替などによって、自分で納付しま
す。
平成２９年４月～平成３０年３月までの保険料額
は、月額１６，４９０円 です。納付期限は、納付
対象月の翌月末です。（例えば、平成２９年４月
分の保険料であれば、平成２９年５月３１日が納
付期限になります）また、複数月分まとめて納付
すると割引が受けられる前納制度や保険料の納付
が困難な人向けに免除・猶予制度もあります。

給料から天引きさ
れた本人負担分と
事業主負担分を合
わせて勤め先が納
付します。（自分
で納付する必要は
ありません）

扶養している配偶
者の勤め先が納付
します。
（自分で納付する
必 要 は あ り ま せ
ん）

取得・喪失・
変更の届出
方法

役場住民税務課国保年金係で、本人またはご家族
が届出をしてください。

勤め先が届出をし
ます。

扶養している配偶
者の勤め先が届出
をします。

※就職や退職、結婚などで国民年金種別が変わったら、その都度届出が必要ですので、忘
れずに手続きをしてください。

印鑑、保険証、年金手帳、社会保険・厚生年金資格喪失連絡
票など資格喪失日のわかる書類など

届出の際に必要なもの

　

国
民
年
金
は
、
自
分
で
働

く
こ
と
が
で
き
る
間
に
み
ん

な
で
保
険
料
を
出
し
合
い
、

自
分
で
働
い
て
収
入
を
得
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
時
に

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
生
涯
の
生
活
を
維
持

し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
で

作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　

日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ

て
の
人
は
、
国
民
年
金
に
加

入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

年
を
と
っ
た
時
や
病
気
や

け
が
で
障
害
が
残
っ
た
時
な

ど
に
、
保
険
料
を
納
め
た
期

間
に
応
じ
て
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�

問
合
せ�	

役
場
住
民
税
務
課

国
保
年
金
係

　

☎
75

−

２
１
０
３

（
内
線
２
６
３
）

家
族
と
別
居
す
る
学
生
の

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
は
本
来
、
住
民
票
の
あ

る
市
区
町
村
で
加
入
し
ま
す
が
、
就
学
の

た
め
住
民
票
を
村
外
に
移
し
家
族
と
別
居

す
る
学
生
も
、
引
き
続
き
大
蔵
村
の
国
民

健
康
保
険
を
利
用
で
き
る
特
例
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
特
例
を
利
用
す
る
学
生
に
対
し

て
は
、
学
生
用
の
被
保
険
者
証
が
交
付
さ

れ
ま
す
。
手
続
き
と
必
要
な
書
類
は
次
の

と
お
り
で
す
。

転
出
の
届
出
を
役
場
窓
口
で
行
っ
た
後
に
、

学
生
用
被
保
険
者
証
の
申
請
を
し
ま
す
。

◦
必
要
な
も
の
…

①
印
鑑

②
新
し
い
住
所
地
が
わ
か
る
も
の

③
学
校
の
名
称
と
所
在
地
が
わ
か
る
も

の
④
平
成
29
年
４
月
１
日
以
降
発
行
の
在

学
証
明
書

【
注
意
事
項
】

　

有
効
期
限
は
一
般
の
被
保
険
者
証
と
同

じ
、
８
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

在
学
中
は
、
毎
年
４
月
に
在
学
証
明
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。
年
度
の
途
中
で
、

退
学
等
の
事
由
に
よ
り
学
生
で
な
く
な
っ

た
場
合
は
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

速
や
か
に
役
場
住
民
税
務
課
国
保
年
金
係

（
☎
75

−
２
１
０
３
）
に
申
し
出
て
、
被

保
険
者
証
を
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

国民年金のお知らせ
　

以
前
、
広
報
お
お
く
ら
で
お
知

ら
せ
し
て
い
た
、「
環
境
衛
生
通

信
」
を
今
月
号
か
ら
再
開
し
ま
す
。

大
蔵
村
の
環
境
と
衛
生
に
関
す
る

情
報
を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
お
知
ら

せ
し
て
い
き
ま
す
。

新
し
い
ご
み
袋

が
登
場
！

【
新
型
ご
み
袋
】

　

大
蔵
村
の
ご
み
袋
に
新
し
い
種

類
が
追
加
さ
れ
ま
す
。
以
前
よ
り

皆
様
か
ら
要
望
が
あ
り
ま
し
た
、

「
レ
ジ
袋
型
」
の
ご
み
袋
が
新
し

く
加
わ
り
ま
す
。

　

種
類
は
燃
や
せ
る
ゴ
ミ
袋（
中
）

の
タ
イ
プ
と
な
り
ま
す
。

　

４
月
中
旬
よ
り
順
次
、
取
扱
店

に
並
べ
ら
れ
る
予
定
で
す
。
使
用

し
て
の
感
想
な
ど
を
ぜ
ひ
役
場
健

康
福
祉
課
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
大
蔵
村
環
境
活
動
委
員
会
】

　

山
形
県
衛
生
組
織
団
体
連
合
会
が
組
織
変
更

を
行
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
地
区
代
表
が
構
成
員

と
な
る
大
蔵
村
環
境
活
動
委
員
会
を
４
月
１
日

よ
り
立
ち
上
げ
ま
す
。
地
区
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
こ
と
、
村
内
の
不
法
投
棄
の
こ
と
な
ど

大
蔵
村
の
環
境
問
題
全
般
に
つ
い
て
活
動
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ�　
役
場
健
康
福
祉
課
健
康
衛
生
係

　
　
　

☎
75

−

２
１
０
４
（
内
線
２
７
１
）

　

山
お
く
の
ふ
た
ご
の
バ
ス
て
い
の

ノ
ボ
ル
く
ん
と
ク
ダ
ル
く
ん
の
お
話

で
す
。

　

こ
の
バ
ス
て
い
を
利
用
す
る
ア
イ

コ
さ
ん
が
さ
い
き
ん
バ
ス
に
の
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、ふ
た
り
は

と
て
も
し
ん
ぱ
い
で
す
。ア
イ
コ
さ
ん

は
年
を
と
り
、ひ
ざ
が
い
た
い
の
を
し

っ
て
い
た
の
で
、ノ
ボ
ル
く
ん
と
ク
ダ

ル
く
ん
は
い
ろ
い
ろ
か
ん
が
え
て
、あ

る
お
も
い
き
っ
た
行
動
に
で
ま
す
。

　

ユ
ー
モ
ラ
ス
で
心
あ
た
た
ま
る
作

品
で
す
。

※
中
央
公
民
館
で
借
り
ら
れ
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
時
間
「
９
分
」

作

　山
本

　早
苗

絵

　青
井

　芳
美

「
タ
ン
ポ
ポ
の
金
メ
ダ
ル
」

大蔵村環境衛生通信　vol.40

♪
絵
本
を
通
じ
て
ふ
れ
あ
う
心
♪

　

村
で
行
っ
て
い
る
、「
ブ
ッ
ク
ス
タ

ー
ト
」事
業
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
、平
成
26
年

度
か
ら
役
場
健
康
福
祉
課
と
絵
本
と

お
話
の
会「
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
」が
連
携

し
、３
、４
か
月
乳
幼
児
健
診
の
と
き

に
、母
子
を
対
象
に
絵
本
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
と
読
み
聞
か
せ
を
行
い
、赤
ち

ゃ
ん
と
保
護
者
が
絵
本
を
通
じ
て
心

ふ
れ
あ
う
ひ
と
と
き
を
持
つ
き
っ
か

け
づ
く
り
の
た
め
に
始
め
た
も
の
で

す
。絵
本
を
開
く
楽
し
い
体
験
と
一
緒

に
、「
す
く
す
く
育
っ
て
ね
」、「
地
域

み
ん
な
で
子
育
て
を
応
援
し
て
い
ま

す
よ
」な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
、

絵
本
を
手
渡
し
て
い
ま
す
。

　

絵
本
を
手
に
し
た
お
母
さ
ん
は
、

「
こ
れ
ま
で
絵
本
を
読
み
聞
か
せ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、こ

れ
を
機
会

に
読
み
聞

か
せ
を
始

め
た
い
で

す
」
と
に

こ
や
か
に

語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

▲新しいごみ袋のデザインです！

▲みんなの力で防ごう「不法投棄！」
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３
月
の
日
誌

1
日
㈬	
◦
高
齢
者
大
学「
長
寿
の
森
」閉
講
式

5
日
㈰	
◦
第
37
回
大
蔵
村
健
康
の
つ
ど
い

7
日
㈫
～
10
日
㈮

	

◦
村
議
会「
３
月
定
例
会
」

14
日
㈫	

◦
行
政
相
談

15
日
㈬	

◦
大
蔵
村
自
治
功
労
者
表
彰
式

16
日
㈭	

◦
大
蔵
中
学
校
卒
業
式

18
日
㈯	

◦
大
蔵
小
学
校
卒
業
式

	

◦
お
お
く
ら
雪
も
の
が
た
り

24
日
㈮	

◦
大
蔵
村
保
育
所
卒
園
式

26
日
㈰	

◦
肘
折
春
ス
キ
ー
大
会

27
日
㈪	

◦
沼
の
台
保
育
所
卒
園
式

28
日
㈫	

◦
肘
折
保
育
所
卒
園
式

４
月
の
予
定

1
日
㈯	

◦
肘
折
温
泉

−

新
庄
線	

村
営
バ
ス
出
発
式

４
日
㈫	

◦
大
蔵
村
保
育
所
入
所
式

６
日
㈭	

◦
肘
折
保
育
所
入
所
式

７
日
㈮	

◦
大
蔵
小
学
校
入
学
式

８
日
㈯	

◦
大
蔵
中
学
校
入
学
式

18
日
㈫	

◦
行
政
相
談

19
日
㈬	

◦
高
齢
者
大
学「
長
寿
の
森
」開
講
式

20
日
㈭	

◦
地
区
代
表
者
会
議

	

◦
農
事
代
表
者
会
議

29
日
㈯	

◦
大
蔵
中
学
校
運
動
会

I N F O R M A T I O N

冬期間水道料金の精算について
メーター検針にご協力を！

　冬期間は積雪のため、水道の
メーター検針ができませんでし
た。４月下旬～５月上旬にかけ
てメーター検針を実施し、冬期
間の水道料金の精算を行います。
メーターの周りは検針しやすい
よう、きれいにしていただきま
すようご協力よろしくお願いし
ます。
□問	 役場地域整備課上下水道係
	 275−2102（内線222）

危険物取扱者・消防設備士の
免状の写真の書換えのお知らせ
　危険物取扱者・消防設備士の
義務として、消防法令では、免
状交付の日から10年以内ごとに
写真の書換えをしなければなら
ない規定となっています。
　まだ、写真の書換えをされて
いない方は、速やかに手続きを
されるようお知らせします。
□問	 一般財団法人消防試験研究

センター山形県支部
2023−631−0761

借金返済に関する相談窓口のご案内
　東北財務局山形財務事務所で
は、借金返済に関する相談窓口

を開設しています。相談員が借金
の状況等をお伺いし、必要に応じ
て、弁護士等の専門家に引き継ぎ
ます。相談は秘密厳守・無料です。
お気軽にご相談ください。
◎相談専用電話
　　０２３－６４１－５２０１
◎場所　山形財務事務所1階理

財課（山形市緑町2-15-3）
◎受付　月～金曜日（祝日、年末

年始除く）8：30～12：00、
13：00～16：30

□問	 山形財務事務所理財課
2023−641−5178

第6師団創立55周年・
神町駐屯地創立61周年記念行事
◎日時　4/16（日）8：00～15：00
◎場所　陸上自衛隊神町駐屯地
◎内容　観閲式、観閲行進、戦

闘訓練展示、オートバイド
リル、装備品展示、体験搭
乗、売店他

□問	 第６師団司令部広報室
20237−48−1151（内線5374）

中国語講座　受講生募集
◎日時　毎週月曜日18：00～
◎場所　山形新聞最北総支社
◎講師　保科秀艶氏
◎受講料　月額2,000円
□問	 最上地区国際交流協会事務局

222−3580

国家公務員採用試験のお知らせ
　申込みは、インターネットに
より行ってください。
【一般職試験（大卒程度試験）】
◎受付期間　4/7（金）9：00
　　～4/19（水）［受信有効］
◎第１次試験日　6/18（日）

※申込方法や受験資格等の詳し
い内容については、人事院ホー
ムページまたは電話でお問い合
わせください。
□問	 人事院東北事務局第二課試

験係	 2022−221−2022

山形県看護協会「健康まつり」
◎日時　5/13（土）10：00～15：00
◎場所　山形県看護協会会館

（山形市松栄1−5−45）
◎内容　１日まちの保健室、講

話、ぬり絵コーナー
◎参加費　無料
□問	 山形県看護協会
	 2023−685−8033

やまがた創生の幹となる
「フル規格新幹線」

奥羽・羽越新幹線の早期実現を！！
　東日本大震災では、太平洋側
の鉄道に代わり、日本海側の鉄
道が東北と首都圏や西日本とを結
ぶ重要な役割を果たしました。日
本海側の奥羽・羽越新幹線の整
備によって高速交通ネットワークの
リダンダンシー（代替）機能を確保
することが非常に重要です。また、
昭和47年に基本計画に位置づけ
られた九州、北陸、北海道の各
新幹線は次 と々フル規格で開業し、
首都圏などとの移動時間が短縮
され、観光客が増加しているほか、
観光客の行動範囲も広がる傾向
にあります。
　このようにフル規格新幹線の整
備は沿線地域に幅広く交流の活
性化をもたらすと期待されるため、
村としても整備実現に向けての取
り組みを展開していきます。
□問	 役場総務課政策推進係

275−2111（内線213）

　工業統計調査は我が国の工業の実態を明らかにすることを目的とし
た統計法に基づく報告義務がある重要な統計です。
　調査結果は中小企業施策や地域振興などの基礎資料として利活用
されます。
　調査時点は、平成２９年６月１日です。
　調査票へのご回答をお願いいたします。

�問合せ �　役場総務課政策推進係　☎75-2111（内線213）

平成29年工業統計調査を実施します

村政施行130周年に向けて

介護をする人を応援するために
「介護マーク」を推進します

　認知症や障がいのある方などの介護は、介護していることが分かり
にくいため、思わぬ偏見や誤解を受けてしまうことがあります。そこ
で、介護中であることを周囲に理解していただくために、「介護マーク」
が作成され、全国的な普及が進められています。
　けがや病気などにより、一時的に介護・支援が必要な場合にも、ご
活用ください。
　介護マークを首から下げられるホルダーに入れたものを、無料で配
布いたしますので、必要な方は役場健康福祉課までお問い合わせく
ださい。

�問合せ �　役場健康福祉課福祉係　☎75-2104（内線274）

世帯数	 1,090戸	 （1,094戸）
　人口	 3,436人	 （3,500人）
　　男	 1,695人	 （1,716人）
　　女	 1,741人	 （1,784人）
　出生	 男 4人	 女 2人	 計 6人
　死亡	 1人	 3人	 4人
　転入	 0人	 2人	 2人
　転出	 1人	 0人	 1人

※平成29年2月末現在　（　）内は昨年同期

戸籍の窓
（2月16日〜3月15日届出分）

お誕生おめでとう
 地区	 　お名前	  （保護者名）
清水三	 伊藤　　駿

しゅん

くん	（浩司）
合 海	 信田　彩

いろ

葉
は

ちゃん	（健太）
比良稲沢	 角川日

ひ

香
か

莉
り

ちゃん	（裕太）
季の里	 長南　采

こと

花
は

ちゃん	（謙二）

お悔み申し上げます
 地区	  お名前（年齢）	 世帯主
清水三　八鍬　良子（61）	圭　一
作の巻　安彦　四郎（88）	四　郎

○届出の際に、掲載希望の確認
を行っています。担当窓口に
お申し出ください。

こんなときに・・・
○介護していることを周囲にさりげ

なく知ってもらいたいとき

○お店やサービスエリアなどの公共
のトイレに付き添うとき　など▲「介護マーク」を見かけたら、

温かく見守ってください。

新
庄
市
夜
間
休
日
診
療
所

　

新
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設

☎
29−

6
3
0
0

◦
診
療
科
目　

内
科
・
小
児
科

◦
受
付
時
間

夜
間
診
療

【
月
〜
土
曜
】
18
時
30
分
〜
21
時

休
日
診
療

【
日
曜
・
祝
日
・
12
月
31
日
〜
1
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　私たちは長い歴史とすぐれた伝統文化の息づく大蔵村を誇りに思います。
　私たちは、誓います。先人の偉業をうけつぎ新たなる活力にみちた郷土発
展のため、この憲章をかかげて進みます。
第１章　四季うつくしく色さえる　やすらぎの里　大蔵村をそだてます。
第２章　誇る歴史をうけついで　　かたりつぐ里　大蔵村をまもります。
第３章　福祉と文化の花開く　　　ゆたかなる里　大蔵村をきづきます。
第４章　共どもにみなぎる力　　　いきがいの里　大蔵村をつくります。
第５章　未来へと心はおどる　　　やくしんの里　大蔵村をひらきます。

　平成30年度に大蔵村は、村政施行130周年をむかえます。村主
催の会議等で、村民憲章の唱和により郷土愛の醸成と130周年への
意識高揚を目指していきますので、ご協力をお願いします。

村　民　憲　章



広報

16むら美しく・人いきいき・キラリおおくら

ホームページ 検索

卒業式スナップ集卒業式スナップ集卒園・卒業おめでとう！ 
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沼の台保育所卒園式 肘折保育所卒園式大蔵村保育所卒園式（卒園児童12名）

大蔵小学校卒業式（卒業生31名） 3/18
3/16

大蔵中学校卒業式（卒業生30名）

3/283/27

3/24

（卒園児童2名）（卒園児童2名） （卒園児童2名）（卒園児童2名）

3/16

このコーナーでは、村内のこどもを紹介しています。
ご親戚、お友達、ご近所のお子さんの掲載もお楽しみに！
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